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プロジェクト概要 
本プロジェクトでは、台風の脅威から解放された安全で豊かな社

会の実現を目指し、台風制御によって被害を軽減することを計算機

上で実証します。そして、広く社会との対話・協調を図りつつ、台

風制御に結びつく屋外実験を行い、台風への介入方法の効果および

安全性を確認します。それにより、2050 年までに台風制御技術によ

って台風は人類にとっての脅威ではなくなり、安全で豊かな社会を

実現します。 

日本全国から各分野の専門家を結集して、2050 年のゴール達成に

向け、気象学的アプローチ、数理研究、工学的アプローチ、影響評

価、ELSI(倫理的･法的･社会的課題)の 5 つの研究開発項目、16 の研

究課題でプロジェクトを推進中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年度は、研究開発の 5 つの項目では、気象学・工学・影響評

価・ELSI・数理研究を連携させ、台風制御技術の実現可能性検証を

推進しました。気象学的アプローチでは、高解像度モデルによるシ

ーディングシミュレーションや雲生成チャンバー実験、衛星データ

同化を通じて、台風内部コア散布による弱化メカニズムや過冷却水

滴の存在を明らかにしました。工学的アプローチでは、船舶・航空

機・飛翔体を活用したクラウドシーディング技術や海上制御プラッ

トフォームの基礎設計を確立しました。影響評価では、風害・水害・

高潮を対象とした統合モデルにより、全国から都市スケールまでの

被害低減効果を定量化するとともに、社会的意思決定支援モデルを

構築しました。ELSI では、RRI（責任ある研究・イノベーション）

原則案や屋外実験ガイドライン原案を整備し、市民・関係者との対

話を進めながら社会実装に向けたガバナンス枠組みを検討しまし

た。さらに数理研究では、随伴モデルや非線形最適化を活用し、対

流を約 99％抑制可能な最適介入条件を提示しました。 

 

２０２７年のマイルストーン 
数値シミュレーション実験で、社会が受容可能な程度に台風被害

を軽減する、実現可能な介入手法を特定します。特定された介入手

法に基づき、制御装置の製作を開始します。 

 

２０３２年のマイルストーン 
ELSI 課題について合意・調整したうえで、台風制御に結びつく屋

外実証実験を開始して、台風への介入手法の効果を確認します。介

入効果が想定された範囲内であり、介入手法の安全性についても確

認します。 

プロジェクトの構成 

図１. 各項目に関する研究の同時進行と目標成果の設定 


